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Abstraet  

ThispaperbrieflyreviewssorneworlくSOnreprOductivephysiologyincetaceans、Vith  

specialreference todolphinsfrom thefollowing aspects：eStrOuSCyClein femaledol－  

phins，hormonalprofilesduri噂pr曙nanCyパ¢Sもosteronel帥elsandseasonalityintesti・  

cularactivity，0Vulationindueもionandspermeolleetionandどreezlng・  

Keyll・Ords：Whale，DoIphin，Reproduction，Hormone，ArtificialInsemination  

それをもとに鯨頬の繁殖生腰やその生理機構の解明を行  

うことを試みている。また，これらの基礎的知見の応用  

として，飼育イルカの安定供給や絶滅危惧種（ヨウスコ  

ウカワイルカエ函0£eぶUeガ££～的㌻など）を救済するた  

めの方策のひとつとして，イルカ頬における人工授精技  

術の確立を目指し，現在もその研究を継続している。以  

下では，筆者らがこれまでに行ってきた，主に小型鯨顆  

を対象とした繁殖生理学研究について概説する。  

緒  首  

線輯の繁殖生態の解明には古くから多くの研究努力が  

払われてきた。しかしながら，従来の研究は，漁兼によっ  

て得られた死体から生殖器（楷艶 卵巣）や副生殖器な  

どの紙料を採取し，それをもとに形態学・解剖学的観点  

から観察・研究が行われるのが中心であった。したがっ  

て，個体の繁殖活動のある一時間断面しか捉えられず，  

必ずしも十分に繁殖活動を追跡できているとほ言い難かっ  

た。   

また，一般に哺乳顎の繁殖活動はホルモンという微塵  

物質によってかなりの部分が制御されているが，こうし  

たホルモンが，鯨頬の体内で繁殖活動に閑適してどのよ  

うに変動し，作用しているかについて払 これまでほと  

んど明らかにされていなかった。そこで筆者らは，1982  

年より，陸上哺乳類で拭みられた内分泌学的手法を鯨類  

に応用し，血中ホルモンの動態から生殖腺の活動毯捉え，  

噸イルカの発情周期  

哺乳輯の雌には，確固有の発情周期が存在する。この  

周期を鯨類においても明らかにするため，成熟雄とは隔  

離して飼育した3頭の成熟雌バンドウイルカ孤那加卵  

£r㍑花Cα亡弘ざから定期的に採血を行い，黄体ホルモンで  

あるプロゲステロンと発情ホルモンであるエストラジオー  

ルおよび下垂体ホルモンのひとつ費体形成ホルモン 〈L  

H）の血中浪皮をラジオイムノアッセイ（RIA）法によ  

り測定し．その周年変動を調べた1）。その結果，容から   平成7年11月6日受理 三怒熟練市上浜町1515  
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秋にかけて約30日をJ濁制とするプロゲステロンの規則  

的な上昇がどの個体においても数回確認されるとともに，  

例数ほ少ないながら，卵胞期におけるエストロジュンサー  

ジや排卵前のLHサージも観察された。こうしたホル  

モン変化，およびこれと並行して行った行動観察の結果  

から，本様には明瞭な発情周期が存在し，排卵は恐から  

秋に規則的かつ自発的に（すなわち，交尾排卵ではない）  

繰り返されることが明らかとなった。   

なお，本櫻の発情周期については，多くの個体を用い  

たその後の研究により，その範囲は24～35日の間（平  

均約27ぎヨ）であることが明らかになっている2〉。  

政近では放射性同位元来を必潜としない家畜用の簡便な  

酵賽免疫測詫儀（EIA）によるプロゲステロン測定車ッ  

トも市販されており，特別な実験設備のない飼暫施設で  

も短時間でホルモン検凌が可能となっている。   

十方 こうした飼育個体における妊娠中から分娩後の  

ホルモン億の変化から，イルカ頬においても，分娩にと  

もなってプロゲステロンが急激に1ng・／ml以‾Fに低下  

することも明らかとなった一冊7）。  

雄イルカの性ホルモン動態  

鯨類の雄の精巣活働については，いろいろな季節に採  

淑された精巣標本をもとに，蕊恩変化や組織学的観察に  

より，粍栗橋動の季節性が姶じられきた。しかし，1971  

年に，HARRISONandRほ犯WAYさ）が，1頑のバンドウ  

イルカの血中テストステロン磯庶の変化を2年間にわたっ  

て遺跡したのを最初に，その後約10年の研究の空白期  

間を挟んで，飼轡下のバンドウイルカやハシナガイルカ  

β£e花e～～α£0托g£roβ£riβでこのホルモン磯度の準節変化  

が追跡されるに至った9仙川。筆者らも，成熟バンドウイ  

ルカ1頭とカマイルカエロge乃Orわ′托eた比ぎ0む～i冒㍑ide托S  

2頭から，5～7年間血液を採取し，テストステロン繊  

度の季節変化を調べた4・12）。その結鼠 バンドウイルカ  

では，テストステロンは春から夏にかけて高値を示し，  

その後徐々に低下する傾向が見られた（この変化は，雌  

の発情周期が容～秋に見られたこととばば呼応する）。  

山方，カマイルカでは，ホルモン値は5鵬6月期に限っ  

て上界し，他の時期にはきわめて低いレベルにあった。  

このことは，バンドウイルカに比べて寒冷水域を好むカ  

マイルカの繁殖期がかなり短いことを示唆している。   

また．南極滴で夏琴に捕粧された196頑の雄ミンクク  

ジラの血中テストステロン漉度を測定してみると，未成  

熟個体ほもちろん，性成熟と判定される大重さの精巣を  

もつ個体でも，大半の個体のホルモン磯波は1咽／ml  

以下とかなり低い催であった。これは，採餌糊にあたる  

夏季には，ミンククジラの精巣活動がきわめて不活発で  

あることを示唆している£）。  

妊娠個体のホルモン動態  

陸上哺乳類では，妊娠憫に雌の血中プロゲステロン濃  

度が大きく上界する。このことを鯨頬についても確認す  

るため，漁幾等によって捕捜されたスジイルカ盈g花eヱヱα  

COer㍑geOα絶α，イシイルカ ダゐocoe托0£deβ 血gZ£，  

コピレゴンドゥ G～0わic呼んαヱαmαerOrんッ花Cん㍑ぶ，ミ  

ンククジラ月αZαe柁叩£erααC㍑紬roざかα£αから，生殖  

腺と血液を同時に採取し，性状懸（未成熟，休止，妊娠  

排卵，泌乳等の別）とホルモン磯皮との対応を検討し  

た＝） 。その練乳 いずれの種においても，卵巣に輩体  

がない個体では血中プロゲステロン強度ほ1ng／ml以  

下の低いレベルにあったのに対して，排卵あるいは妊娠  

個体では数ng／mlから数十ng／mlのいずれも酎一  

億を示した。さらにスジイルカでは，胎児体長と母体血  

中のホルモン濃度との関係から，妊娠期間中は30ngノ  

ml前後の高値が分娩時までほぼ安定して維持されてい  

ることも明らかとなったき）。   

また，こうした知見は．血中プロゲステロン洩魔の測  

定を飼育鯨煤を対象とした早期妊娠診断法として利用す  

ることへとつながった。すなわち，飼育鯨株の妊娠診断  

は，それまで，腹部の膨大や摂餌魔の変化などをもとに  

経験的に行われることが多く，妊娠後期から末期になら  

ないと妊娠判定が不可能であったが，現在ではプロゲス  

テロン測定履行うことにより，交尾が観察されたあとの  

数ヶ月以内に早期の妊娠判定が可能となっている8〉。但  

し，この方怯においては，1回の検査のみでは，通常の  

排卵による車体斯との識別が困難であるため，数週間程  

度の間隔をあけてさらに数回の検姦が必要である。また，  

排卵誘発と精子凍結保存   

イルカ横における人工受精技術の確立を目指すために，   
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おける繁殖の季節性の違いがここでも示唆されている。   

また，上記2個体から得られた精液については，錠剤  

法による粕液の最期凍結保存を試みている。前述の排卵  

訴発と同様，バンドウイルカの精液の凍結保存について  

は，米国ですでに成功例が報告されているが2・16），筆者  

らは，既報の椅釈液の組成などを再検討しつつ，カマイ  

ル力も含めて独自に実験を継続している。敢近，凍結か  

ら約3年経過した錠剤をいくつか解凍したところ，70％  

以上の精子生存率が得られ（凍結前90～95％），凍結保  

存についてもかなり目途がたった段階にある。  

以上がこれまでの研究の概要であるが，今後は排卵誘  

発と凍結精液による人工授将を行い，本技術の早期確立  

を目指すとともに，鯨類の繁殖生理学における基礎的知  

見のさらなる収鶴に努めていきたいと考えている。  

本稿を終えるにあたり，多くの拭資料の提供をいただ  

いた矧Iiシーワールド館長・鳥羽山鳩大将士，財陛‡法人  

日本鯨類研究所・粥斬良弘博士に感謝する。  

筆者らは，雌については排卵誘発の試みを，また雄につ  

いては精液採摂とその凍結保存を行っている。   

イルカ類を対象とした排卵誘発実験はSAWYER－  

STEFFANe£αg．】3〉によって初めて報告されたが，これと  

ほぼ並行して，米国海軍梅澤システムセンターでも同様  

の実験が行われた（対象はいずれもバンドウイルカ）2〉。  

これらの実験では，排卵誘発剤として妊馬血酒性性腺刺  

激ホルモン（PMSG）とヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  

（hCG）が使用され，いずれも排卵詞党には成功してい  

る。しかし，報告を見る限り，投与実験は本種の繁殖期  

に行われており，非繁殖期におけるこれら薬剤に対する  

卵巣の感受性については明らかではなかった。そこで筆  

者らは，同じバンドウイルカを対象に，冬季に同じホル  

モン剤を投与して排卵続発を試みた。その結果，エスト  

ラジオールの上界に続いて，プロゲステロンの上界が見  

られるとともに，行動上でも発憤を示す変化が観察され  

た。したがって，この投与法は非繁殖期における排卵誘  

発に対しても有効であることが確認された川。しかしな  

がら，このときの性ホルモンの変動パターンは，通常の  

発憤周期のものと比べると，ピーク時の濃度がかなり高  

く，また商渡波を維持する拍間も威かったため，過剰刺  

激の可能性があった。したがって，これらホルモン剤の  

投与恩や投与間隔についてはさらに検討が必要である。   

一方，精液採取について線．動物へのストレスや精液  

性状への影轡を考慮し，野生動物で広く用いられる電気  

刺激法ではなく，用字法が用いられるようになっている。  

これは，1986句りこK軋LE紆5一によって初めて報告された  

方法で，動物に乱発的に股上姿勢をとらせ，射精させる  

というものである。筆者らもこの方法によって，バンド  

ウイルカとカマイルカ各1頭について訓練を行い，いず  

れも1ケ月程度の訓練で安定した粕液採取が可能となっ  

た。これまでに両個体あわせて約400の鞠液試料が得ら  

れ，それらの分析によってイルカ精液の一般性状（精液  

鼠，相子濃度，精子総数，生存率等）や射精パターンが  

明らかになりつつある。例えば，1匝‡の射精あたりの平  

均精液蔑は，バンドウイルカで131111，カマイルカで4  

mlであり，精子繊度は各々約8億／mlと4億／mlで  

あった。また，バンドウイルカではある程度の精子泌皮  

を有する精液が1年申採取されるのに対して，カマイル  

カでは5～10月にしか硝子を含む精液が採取されず，  

前述のテストステロン濃度の結果と同様，これら2種に  

要  約  

鯨類，とくにイルカ煤の繁殖生理学研究について，以  

下の観点から概説する：雌イルカにおける発檎郵軋 妊  

娠中のホルモン動態，テストステロン漉皮と雄の精巣活  

動の季節性，排卵誘発と精液採数・凍結保存。  

文  献   

1）YosHiOi（A，MりE．MoI・王RI，T．To工さAYAMA，Ⅸ．A‡1）Å  

andI．HANYU．Annualchangesinserumreproduc－  

tivellOrmOnel鮒elsin the captive remale bottle・   

noseddolpllins．Ⅳ函pori蝕∫sα托Gα柚α£ぎん£，52，1939州   

1946（1986）．  

2）Sc王1RO】‡D王壬R，J．P，and K，Ⅴ．K£1．LE軋 Arとificial   

inselninとItiol10rbo＝1c110SedoIphillS，in’rhe】〕ottlc－   

noseI）olphin（ed．by S．Leatherwood and R．R．   

Reeves，AcademicPress，SallDiego，California）．   

p447山460（1990）．  

3）Yos抒‡OKA，Mり K．AIDAandi．HANYU．Correlか  

tion or seruln Pl・OgeSterOnCIc＼－CIs＼＼・iLh rcprodue・  

tive staもusin remale striped dolphins and shorレ   

rinnedpilotwhal㈹‥裾料耶沼5最鋸椚Ck鋸氾払好 55，   



吉 岡  48  

475－478（1989）．  

4）薔開 基．鯨類の繁殖生腰に関する内分泌学的研究．学   

位論文，東京大学，栄京，130pp．（1991）．  

5）YosHlOKA，M．and Y．FuJ】SE．Serum testosterone  

and progesterone levels in southern minke whales 
（BaEaeT70PEeraczcutoT・OStrOtO）．PaperSC／4▲l／SH  

B13presentedtotheScientific Committec．lnterna－   

tionalWhalingCommission．June1992，4pp．  

6）毛利悦子1偽羽山周丸畜開 基．ホルモン測定による   

飼育線輪の妊娠診軌動水晩30，6卜70（1988〉．  

7）OzH＾ROVSl（＾Y＾．L．V．The female reproduetive  

cycle of Black Sea bottlenose dolphins as revealed 
by anal）・Sis of plasma progesteroneleveLs．R印．   

緑．Ⅳ九αg．Comm，一札481椚4お（1990）．  

8）H＾RRISON，R．J．and S．H．RIDG＼V＾Y．Gonadal  

activityin some bottlenosed dolphins 7lLrSiops   
£㍗山花ごα£u鼠よgooヱりエoJido花，165，お5仙366（1971）．  

9）WELl．S，R．S、Rcpl・Oductivcbeha＼うol・and hormonal  

COrrelatesin Hawaiian spinner doIphins   
ね乃g加g£r転属甲．f柁£．勒αi．Co汀Im花，（叩相加   

ぬ乳児8），485血472（19鋸）．  

10）lく1R8Y．V．LEndocrinology ormarine mammals．   

inHandbookofM8rineh・1ammalMedici】1e：Health，   

Diseases．andRehabilitation（ed．by L．A．Dieraur，   

CRC Press．Boca Raton，Florida），p303－一351   

（1990）．  

11）ScHl和EDl：R．J．P．andlく．Ⅴ．KELLER．Seasonalit）r   

Ofserum teStOSterOnelevels and sperm densit）rin   
m柑iqpぶ£「混沌eαと比丘．J．属軍）．gOO～り封g，316仙321   

（1989）．  

12）勝俣悦子，鳥羽山照丸畜岡 執念悶勝央．飼育下の  

雄バンドウイルカにおける血中テストステロン滋皮の   

季節変化∴軌水私35（8），73鱒78（1994）．  

1釘SAWYI王R－STEFFAN，J．乱，Ⅴ．L．KIRBY and W．G．  

G）l．M＾RTIN．Progesterone and estrogensin the   

pregnantandnonpregn8nLdolphin，几T・SiopslnLT卜  

COtuS，andtheeffects ofinduced ovulation．Biol．   

月叩rOdり28．897≠901（1983）．  

14）畜岡 私儀羽山照夫，勝俣悦子．線校の繁殖生理学：  

これまでの研究と今後の課題．国際海洋生物研究所報   

乳 4，33…41（1993）．  

15）K乱LER，Ⅹ．Ⅴ．Training or Aぬntic bottlenose   

dolphins（mrsf叩言行一班C油‘S）rol・al・tiriciali】1－   

Semin8tion．掩たA花几．〟材Am Coガ．丹oe．，22w  

24（1986）．  

16）ScH工ミOEDER．）．P．Reproductive aspects of mal・ine  

mammals．inHandbookorMari王1eMammalMed・   

icine：Health．Diseases，and Rehabilitation（ed．   

bさ′L．A．Dieraur，CRC Pl・eSS，Boca Raton，Flor－   

ida），P353－－369（1990）．   




